
　7月28日桐原東小学校において、きりっ子食堂が開店。きりっ子食堂（澤隆義委員長らスタッフ25名）
は、桐原学区社会福祉協議会、同民生委員児童委員協議会及びボランティア団体で構成。澤委員長から「コ
ロナ禍が落ち着いてきて、本来の子どもたちの大好きなカレーで子ども食堂が開けた。みんなで一緒に食
べられる喜びを味わっていただいて、わきあいあいと食べてほしい」と、この日、134名の子どもたちが
参加。スタッフの愛情こもった手づくりカレーに「おいしい、おいしい」と歓声が上がっていました。
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桐東小の子どもたち カレーライスに舌鼓。桐東小の子どもたち カレーライスに舌鼓。
「きりっ子食堂」奮闘中！「きりっ子食堂」奮闘中！

桐東小の子どもたち桐東小の子どもたち
は、顔をほころばせは、顔をほころばせ
ながら、おいしくいながら、おいしくい
ただきました。� ▷ただきました。� ▷

△△
澤委員長から「みん澤委員長から「みん
なで一緒に食べられなで一緒に食べられ
る喜びを味わってほる喜びを味わってほ
しい」とメッセージ。しい」とメッセージ。

△�桐原東小学校�△�桐原東小学校�
家庭科室に�家庭科室に�
「きりっ子食堂」「きりっ子食堂」
が開店。が開店。

▷▷約９升のごはんと手づくりカレーの仕込みに、約９升のごはんと手づくりカレーの仕込みに、
精を出すスタッフの皆さん。精を出すスタッフの皆さん。
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　戦後復興の一助として被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後法律（社会福祉法）
に基づき、地域福祉の為に活用されてきました。誰もが安心して暮らせるよう、皆さまから
お寄せいただいた募金は、近江八幡の町をよくするしくみとして福祉事業や活動に活用され
ます。

令和4年度 見守り支えあい活動助成金を
受けられた自治会より
ありがとうメッセージ
お互いさん協力隊（白鳥町自治会）

　見守り活動の一環として毎週木曜日にサロンを実施することに
より、お互いの親睦をはかることができ、同時に町内の恒例の
情報収集に役立ちました。

「つながりをたやさない社会づくり ～あなたは一人じゃない～」
令和５年度　全国共通テーマ

赤い羽根共同募金　運動期間10月1日～ 12月31日

　歳末たすけあい募金は、新たな年を迎える時期に、支援を必要としている人に安心して暮らすことができる
よう実施している募金です。近江八幡市社会福祉協議会では、各学区社会福祉協議会が行う歳末たすけあい事
業や市内の生活困窮の方の食料支援等に助成しています。

歳末たすけあい募金　運動期間12月1日～ 12月31日

インターネットからでも
募金できます

赤い羽根共同募金にご協力をお願いします。

令和4年度　近江八幡市の募金額　　９，６２１，７７０円
みなさまのあたたかいご協力に心から感謝申し上げます。

赤い羽根共同募金
令和4年度募金額	 5,710,865円
　広域助成拠出額	 2,836,061円
　近江八幡市拠出額	 2,874,804円

歳末たすけあい募金
令和4年度募金額	 3,910,905円
　�全額近江八幡市の福祉事業に役立
てられています。

共同募金は税制上の優遇
措置があります。

・�法人募金の場合は、金
額が損金となります。
・�個人募金の場合は、所
得税の控除と住民税の税
額控除が認められます。
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第13回社会福祉大会を開催！第13回社会福祉大会を開催！
　「お互いさま」の心でつながる参加と支えあいのまち近江八幡を基本理念に第３次地域福祉計画・地域福祉
活動計画を策定し、今年で２年目になります。今回の社会福祉大会は、地域福祉活動計画の「めざす地域」
である「暮らしを支えるコミュニティ基盤が持続できる地域にしたい」に基づき、災害時にも活きる誰もが
安心して暮らせる地域の基盤づくりについての講演を行います。
　本大会は、永年本市の地域福祉の発展にご尽力いただいた方々に感謝の意を表します。

日　時　令和5年9月30日（土）13時00分受付　13時30分開会　16時30分閉会
場　所　近江八幡市勤労者福祉センター（アクティ近江八幡）
主　催　近江八幡市・社会福祉法人近江八幡市社会福祉協議会
第1部　式　典　13時30分～ 14時20分
近江八幡市長表彰状授与
近江八幡市社会福祉協議会長表彰状・感謝状授与

第2部　シンポジウム 14時30分～ 16時30分
テーマ　�ひとりも取り残さないために� �

～災害にも強い地域づくり～
講師／コーディネーター
� 滋賀県赤十字奉仕団　中村　準一さん

※事業計画は、重点項目のみ記載しています。詳細は近江八幡市社協のHPをご覧ください。

　7月29日、第12回近江八幡市平和祈念式が、自
治会、日赤関係者をはじめ約300人が参加して開
催されました。平和祈念式は、過去を風化させる
ことなく、平和を考え、未
来に引き継ぐことを願って
開かれたもの。式典は、実
行委員長（嶌本社協会長）
の開式の辞のあと、小西近
江八幡市長の式辞、市民に
よる献花、平和の折鶴、平
和への誓いなどが行われ、
第2部は平和祈念館ボラン
ティア演劇グループの演劇、
詩吟が披露されました。

第１２回近江八幡市平和祈念式を開催。 市民児協母子父子部会が、
研修会を開催！

△�桐原小学校・安土中学校の児童・生徒の皆さんから�
「平和の折鶴」献呈が行われました。

△�7つのグループに分かれて、話しの感想や自分の担
当地区での見守りについて意見交換をしました。

△�実行委員長として開
式の辞を述べる嶌本
社協会長

　市民生委員児童委員協議会母子父子部会主催の
研修を、7月19日（水）にひまわり館で開催しま
した。今回の研修は、大津市の社会福祉法人滋賀

県母子福祉のぞみ会の坂下
ふじ子会長を講師としてお
迎えし、ひとり親家庭の現
状、関わり方について学び、
参加した民生委員は熱心に
聞き入っていました。県
のぞみ会（連絡先：077-
522-2951）は、ひとり親
家庭の方への相談、支援な
どを行っておられますので、
お困りの方はご相談を。

△�坂下会長から「困っ
ておられる方がおら
れたら、つなげてほ
しい」と。
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どこに相談すればよいのか・・・。
そんな時は、近江八幡市社会福祉協議会へお気軽にご相談してください。
民生・児童委員が相談を聴いて、行政や関係機関につなげます。

相談日：平日の偶数日（祝日を除く）　13時～ 16時
場所：総合福祉センターひまわり館

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

9月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

10月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

  預 託  

寄付金
⃝老蘇小学校昭和４０年３月卒業生同窓会
　�������������������������������������������������� 12,578円
⃝匿名2件������������������������������������ 21,100円

寄付物品
⃝立正校成会滋賀教会�������������玄米150ｋｇ
⃝匿名6件����������������米30ｋｇ、食料品22点

衛生用品22点、日用品1点

  払 出  

払出物品
⃝子ども食堂８か所
　����������������������������米180㎏、食料品24点
⃝子ども支援団体1か所　��������������米30kg
⃝生活困窮者�������� 食料品８件、日用品4件

衛生用品8点

心温かいご寄付をいただきました。皆さまのご厚意に感謝申し上げます。
社会福祉や地域福祉活動に活用させていただきます。� （敬称略・順不同）

善意銀行便り善意銀行便り
令和５年６月１日～令和５年７月31日

ありがとうありがとう
ございます

！
ございます

！

心 配 ご と

相 談 所

　まだまだ残暑が厳しいですが、今年の夏は暑かったですね。どこかのニュースで「煮える」なんて表現
もされていました。花火や夏祭りで今年は夏の思い出も増えたのではないでしょうか？夏の快適グッズに
助けられ、何とか過ごせた気がします。引き続き、体調管理をしながら、短い秋を楽しみたいと思います。
皆さんは、どんな秋を過ごされますか？
　赤い羽根共同募金も始まります。皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。

編集後記

賛助会費にご協力をお願いします。
　市社協は基本理念である「助けあい支えあいで、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を目指して、
地域の福祉活動、ボランティア活動の推進、福祉団体の支援、福祉総合相談、認知症状のある方、知的障
がいのある方、身体や精神に障がいのある方等の生活支援などの取り組みを進めています。市社協は、その
取り組みの財源を公的な補助金や、住民の皆様から拠出していただいた貴重な「会費」によって支えられてい
ます。みなさまの暖かいご支援をお待ちしております。なにとぞ、社協活動の趣旨にご賛同の上、「会費」「寄
付」の納入にご協力をいただきますようお願い申し上げます。

この広報紙は会費と共同募金の助成金で
つくられています
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●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


